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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に固定される固定ハウジングと、
　前記固定ハウジングに並んで設けられ、基端側に前記基板に接続される接合部を有する
複数のコンタクト部材と、
　前記複数のコンタクト部材の先端側に取り付けられ、相手コネクタと嵌合する嵌合部を
有する可動ハウジングとを備え、
　前記コンタクト部材の弾性変形により、前記可動ハウジングが前記固定ハウジングに対
して相対移動可能に構成されたコネクタにおいて、
　前記複数のコンタクト部材は、先端部において上下に並ぶとともに中間部において下方
に折れ曲がって前後方向に２列となって左右方向に並んで設けられ、前方側のコンタクト
部材の接合部が前記固定ハウジングの前方側に延びて配設され、後方側のコンタクト部材
の接合部が前記固定ハウジングの後方側に延びて配設され、
　前記可動ハウジングは、前記嵌合部が前方に延びて設けられ、前記嵌合部の下壁部に左
右に延びて形成された切り欠き部を有し、この切り欠き部により前記前方側のコンタクト
部材の接合部を前方斜め上方から視認可能に構成され、
　前記固定ハウジングおよび前記可動ハウジングはそれぞれ後方側が開口し、この開口に
より前記後方側のコンタクト部材の接合部を後方から視認可能に構成されたことを特徴と
するコネクタ。
【請求項２】
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　前記２列のコンタクト部材の前後間隔を保つための接触規制突起部が前記固定ハウジン
グに設けられたことを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウジング部材とコンタクト部材とを有して構成され、基板に接合された状
態で基板に沿う方向に相手コネクタが嵌合する横向きタイプのコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような横向きタイプのコネクタのハウジング部材は、基板に接合されるベース部と
、基板に沿う方向に延びて形成され、先端側が開放されてこの先端側から相手コネクタを
受容する嵌合凹部を備えた嵌合部とから構成される。また、コンタクト部材は、先端側の
接触部が嵌合部に露出して取り付けられ、基端側の接合部がベース部に取り付けられる。
【０００３】
　この横向きタイプのコネクタの一例として、特許文献１に開示されたフローティング型
コネクタが知られている。この特許文献１に開示されたレセプタクルコネクタ１（フロー
ティング型コネクタ）は、基板に接合される固定側ハウジング１０（ベース部）と、相手
コネクタと嵌合接続する可動側ハウジング２０（嵌合部）とにレセプタクル側コンタクト
３０（コンタクト部材）を取り付けて構成される。なお、このレセプタクルコネクタ１は
、相手コネクタと嵌合する嵌合部（嵌合凹部）が可動側ハウジング２０に前方に向けて開
放されて形成され、一方、レセプタクル側コンタクト３０の接合部が嵌合部とは反対に後
方に引き出されて構成される。
【０００４】
　このような横向きタイプのコネクタは、コンタクト部材の接合部を基板の配線パターン
上に載置させた状態で表面実装されて基板に接合される。この表面実装の際に短絡等の実
装不良が発生することがあるため、表面実装後に接合部の目視検査が行われる。そして、
目視検査において実装不良と判断された部分（接合部）は、半田ごてを用いて手作業で半
田接続の修正が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１６４５２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、横向きタイプのコネクタには、嵌合部に前方に向けて開放された嵌合凹部が
形成され、一方で、コンタクト部材の接合部がベース部から前方に引き出されて構成され
るものも存在する。この構成のコネクタにおいては、コンタクト部材の接合部の上方に嵌
合部（嵌合凹部を形成する壁部）が位置するので、嵌合凹部を形成する壁部が邪魔になっ
て表面実装後の接合部の目視検査や半田ごてを用いた修正がしづらいという課題があった
。
【０００７】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、嵌合凹部を形成する壁部の下方に位置
する接合部の目視検査等が行い易いコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係るコネクタ（例えば、実施形態におけるレセプタ
クルコネクタ１）は、基板（例えば、実施形態におけるレセプタクル側基板２）上に固定
される固定ハウジングと、前記固定ハウジングに並んで設けられ、基端側に前記基板に接
続される接合部を有する複数のコンタクト部材（例えば、実施形態におけるレセプタクル
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コンタクト３０）と、前記複数のコンタクト部材の先端側に取り付けられ、相手コネクタ
（例えば、実施形態におけるプラグコネクタ１００）と嵌合する嵌合部を有する可動ハウ
ジングとを備え、前記コンタクト部材の弾性変形により、前記可動ハウジングが前記固定
ハウジングに対して相対移動可能に構成される。その上で、前記複数のコンタクト部材は
、先端部において上下に並ぶとともに中間部において下方に折れ曲がって前後方向に２列
となって左右方向に並んで設けられ、前方側のコンタクト部材の接合部（例えば、実施形
態における先端接合部４１）が前記固定ハウジングの前方側に延びて配設され、後方側の
コンタクト部材の接合部（例えば、実施形態における先端接合部３１）が前記固定ハウジ
ングの後方側に延びて配設される。そして、前記可動ハウジングは、前記嵌合部が前方に
延びて設けられ、前記嵌合部の下壁部に左右に延びて形成された切り欠き部を有し、この
切り欠き部により前記前方側のコンタクト部材の接合部を前方斜め上方から視認可能に構
成され、前記固定ハウジングおよび前記可動ハウジングはそれぞれ後方側が開口し、この
開口により前記後方側のコンタクト部材の接合部を後方から視認可能に構成される。
【０００９】
　上記構成のコネクタにおいて、前記２列のコンタクト部材の前後間隔を保つための接触
規制突起部が前記固定ハウジングに設けられることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係るコネクタは、可動ハウジングの嵌合部の下壁部に左右に延びて形成された
切り欠き部を有し、この切り欠き部により前方側のコンタクト部材の接合部を前方斜め上
方から視認可能に構成される。このため、表面実装後に接合部の目視検査を行うとき、切
り欠き部を通して接合部が見えやすくなるので、目視検査を行いやすくなる。また、半田
ごてを用いて手作業で接合部の半田接続を修正するときも、切り欠き部を通して半田ごて
の先端部を接合部に容易に到達させることができるので、この修正作業が行いやすくなる
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明を適用した一例としてのレセプタクルコネクタとプラグコネクタとが嵌合
した状態を示す斜視図である。
【図２】図１中のＩＩ－ＩＩ部分を示す断面図である。
【図３】図１中のＩＩＩ－ＩＩＩ部分を示す断面図である。
【図４】図２に示す断面図を、矢印ＩＶ方向から見た状態を示す斜視図である。
【図５】図１中のＶ－Ｖ部分を示す断面図である。
【図６】図１中のＶＩ－ＶＩ部分を示す断面図である。
【図７】レセプタクルコネクタを構成する固定ハウジンを示す図であって、（ａ）は平面
図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は右側面図である。
【図８】レセプタクルコネクタを構成する可動ハウジングを示す図であって、（ａ）は正
面図、（ｂ）は底面図、（ｃ）は背面図、（ｄ）は左側面図である。
【図９】（ａ）はレセプタクルコンタクトを示す斜視図であって、（ｂ）はプラグコンタ
クトを示す斜視図である。
【図１０】（ａ）はレセプタクル側固定金具の正面図であり、（ｂ）はプラグ側固定金具
の正面図である。
【図１１】プラグコネクタを構成するプラグハウジングを示す図であって、（ａ）は正面
図、（ｂ）は底面図、（ｃ）は背面図、（ｄ）は右側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。図１に、本発明の一実
施形態に係るフローティング型コネクタであるレセプタクルコネクタ１と、相手方コネク
タであるプラグコネクタ１００とが嵌合した状態を示している。まず、このレセプタクル
コネクタ１の構成について、図１～図５および図７～図１０を参照しながら説明する。な
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お、説明の便宜上、各図中に付記する矢印方向で前後、左右および上下方向を定義して説
明を行う。
【００１３】
　レセプタクルコネクタ１は、図１に示すように、所定の配線パターン（図示せず）が形
成されたレセプタクル側基板２（図３参照）に固定される固定ハウジング１０と、この固
定ハウジング１０の上側に配置された可動ハウジング２０と、左右に並んで設けられた複
数のレセプタクルコンタクト３０と、固定ハウジング１０の左右両端部に取り付けられた
レセプタクル側固定金具５０（図４および図５も参照）とを有して構成される。なお、図
２および図３に示すように、レセプタクルコンタクト３０は、形状の異なる２種類の上側
コンタクト３０ａと、下側コンタクト３０ｂとから構成される。
【００１４】
　図７（ａ）～図７（ｄ）に、固定ハウジング１０を各方向から見た状態を示している。
固定ハウジング１０は、電気絶縁性を有する樹脂等を用いて、図７（ｂ）に示すように正
面視略コの字状に形状される。具体的には、固定ハウジング１０は、略矩形平板状に形成
されて左右に延びる固定側本体部１１と、固定側本体部１１の左右両端部において上方に
向けて立設された左右一対の固定側移動規制部１５,１５と、固定側移動規制部１５,１５
の左右内側において固定側移動規制部１５,１５よりも上方に突出して形成された左右一
対の当接突起部１６,１６とを備えて構成される。なお、固定側移動規制部１５と当接突
起部１６とにより、特許請求の範囲における「ベース部側移動規制部」が構成される。
【００１５】
　固定側本体部１１は、図７（ａ）に示すように、後側縁部に上側コンタクト３０ａの各
々が圧入される後側圧入溝１２ａが左右に並んで形成され、一方、前側縁部に下側コンタ
クト３０ｂの各々が圧入される前側圧入溝１２ｂが左右に並んで形成されている。固定側
本体部１１の上面には、上方に向けて突出する接触規制突起１４が左右に延びて形成され
ている。
【００１６】
　この接触規制突起１４の後側部分に、上方に盛り上がって左右に延びる後側盛上り部が
形成され、この後側盛上り部に、後側圧入溝１２ａに対応して左右に並ぶ後側整列溝部１
３ａが形成されている。上側コンタクト３０ａは、この後側整列溝部１３ａ内に位置して
、左右に整列された状態に保持される。一方、接触規制突起１４の前側部分に、上方に盛
り上がって左右に延びる前側盛上り部が形成され、この前側盛上り部に、前側圧入溝１２
ｂに対応して左右に並ぶ前側整列溝部１３ｂが形成されている。下側コンタクト３０ｂは
、この前側整列溝部１３ｂ内に位置して、左右に整列された状態に保持される。
【００１７】
　固定側移動規制部１５は、図７（ｄ）に示すように、側面視略コの字状に形成されてお
り、上方に向けて開放された受容空間１５ａを有する。この受容空間１５ａは、前側に位
置する前側当接面１５ｃと、後側に位置する後側当接面１５ｄと、下側に位置する下側当
接面１５ｅとに囲まれて形成される。また、図７（ａ）～図７（ｃ）に示すように、固定
側移動規制部１５にはスリット状の金具挿入溝１５ｂが形成されており、この金具挿入溝
１５ｂに対して上方からレセプタクル側固定金具５０が圧入される。当接突起部１６は、
固定側本体部１１と固定側移動規制部１５との間における後側部分に、上方に突出して形
成されており、前面側に当接面１６ａを備える。
【００１８】
　図８（ａ）～図８（ｄ）に、可動ハウジング２０を各方向から見た状態を示している。
可動ハウジング２０は、電気絶縁性を有する樹脂等を用いて、図８に示すように略直方体
に形状される。具体的には、可動ハウジング２０は、略直方体に形成された可動側本体部
２１と、可動側本体部２１の左右両端部から左右外側に突出して形成された左右一対の可
動側移動規制部２５,２５とを備えて構成される。可動側本体部２１は、上側コンタクト
３０ａおよび下側コンタクト３０ｂを保持するコンタクト保持部２２と、このコンタクト
保持部２２の前部に設けられたレセプタクル側嵌合部２３とを備えて構成される。
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【００１９】
　コンタクト保持部２２は、その前側部分に、上側コンタクト３０ａの圧入接触部３７（
図３参照）を圧入させて保持する上側圧入溝２２ａと、下側コンタクト３０ｂの圧入接触
部４７（図３参照）を圧入させて保持する下側圧入溝２２ｂとを備える（以下、上側圧入
溝２２ａおよび下側圧入溝２２ｂをまとめて「可動側圧入溝」と称する）。コンタクト保
持部２２は、その後側における左右両端部に当接面２２ｃ,２２ｃを備える。
【００２０】
　レセプタクル側嵌合部２３は、可動側圧入溝の周囲を囲むように形成されており、可動
側圧入溝の上側に形成された上側壁部２３Ｕと、可動側圧入溝の左側に形成された左側壁
部２３Ｌと、可動側圧入溝の右側に形成された右側壁部２３Ｒと、可動側圧入溝の下側に
形成された下側壁部２３Ｄとから構成される。図８（ｂ）から分かるように、下側壁部２
３Ｄは、その前側先端部に切り欠き部２４を有しており、上側壁部２３Ｕ、左側壁部２３
Ｌおよび右側壁部２３Ｒよりも前後長さが短くなるように形成されている。
【００２１】
　可動側移動規制部２５は、図８（ａ）および図８（ｄ）に示すように、略直方体状に形
成されており、前部に前側当接面２５ａ、後部に後側当接面２５ｂ、下部に下側当接面２
５ｃを備える。この可動側移動規制部２５には、上方に向けて開放されて前後に延びる金
具受容凹部２６が形成されている。この金具受容凹部２６は、左右側方に位置する凹部側
面２６ａ,２６ａと、下側に位置する凹部底面２６ｂとに囲まれて形成される。図５に示
すように、可動側移動規制部２５は、受容空間１５ａよりも小さな前後寸法を有して、固
定ハウジング１０の受容空間１５ａに上方から挿入可能に形成されている。
【００２２】
　レセプタクルコンタクト３０を構成する上側コンタクト３０ａは、弾性を有する導電性
金属板を針金状に打ち抜き加工した後、図９（ａ）に示すように所定の形状に曲げ成形さ
れて構成される。この上側コンタクト３０ａは、前後に延びて形成されレセプタクル側基
板２の配線パターンに半田接続される先端接合部３１と、先端接合部３１の前部を上方に
折り曲げて形成され固定ハウジング１０の後側圧入溝１２ａに圧入される固定側圧入部３
２と、可動ハウジング２０の上側圧入溝２２ａに圧入される圧入接触部３７と、固定側圧
入部３２および圧入接触部３７を繋ぐ上側中間部３８とから構成される。
【００２３】
　上側中間部３８は、固定側圧入部３２の上部を前方に折り曲げて形成された第１中間部
３３と、第１中間部３３の前部を上方に折り曲げて形成された第２中間部３４と、第２中
間部３４の上部を前方に折り曲げて形成された第３中間部３５と、第３中間部３５の前部
を上方に折り曲げて形成された第４中間部３６とを有して構成される。このように上側中
間部３８は、合計３つの折り曲げ部（第１中間部３３と第２中間部３４との間に形成され
た第１折り曲げ部３３ａ、第２中間部３４と第３中間部３５との間に形成された第２折り
曲げ部３４ａ、および第３中間部３５と第４中間部３６との間に形成された第３折り曲げ
部３５ａ）を備える。
【００２４】
　レセプタクルコンタクト３０を構成する下側コンタクト３０ｂは、弾性を有する導電性
金属板を針金状に打ち抜き加工した後、図９（ａ）に示すように所定の形状に曲げ成形さ
れて構成される。この下側コンタクト３０ｂは、前後に延びて形成されてレセプタクル側
基板２の配線パターンに半田接続される先端接合部４１と、先端接合部４１の後部を上方
に折り曲げて形成され固定ハウジング１０の前側圧入溝１２ｂに圧入される固定側圧入部
４２と、可動ハウジング２０の下側圧入溝２２ｂに圧入される圧入接触部４７と、固定側
圧入部４２および圧入接触部４７を繋ぐ下側中間部４８とから構成される。
【００２５】
　下側中間部４８は、固定側圧入部４２の上部を後方に折り曲げて形成された第１中間部
４３と、第１中間部４３の後部を上方に折り曲げて形成された第２中間部４４と、第２中
間部４４の上部を前方に折り曲げて形成された第３中間部４５と、第３中間部４５の前部
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を上方に折り曲げて形成された第４中間部４６とを有して構成される。このように下側中
間部４８は、合計３つの折り曲げ部（第１中間部４３と第２中間部４４との間に形成され
た第１折り曲げ部４３ａ、第２中間部４４と第３中間部４５との間に形成された第２折り
曲げ部４４ａ、および第３中間部４５と第４中間部４６との間に形成された第３折り曲げ
部４５ａ）を備える。
【００２６】
　レセプタクル側固定金具５０は、金属板を図１０（ａ）に示すような略コの字状に打ち
抜き加工して形成される。レセプタクル側固定金具５０は、レセプタクル側基板２に形成
された固定用パターンに半田接続される接合部５１,５１と、接合部５１,５１から上方に
延びて固定ハウジング１０の金具挿入溝１５ｂに圧入される圧入部５２,５２と、前後に
延びて形成されて圧入部５２,５２を繋ぐ中間部５３とを備えて構成される。なお、可動
ハウジング２０の金具受容凹部２６の左右幅は、レセプタクル側固定金具５０の厚みより
も大きくなるように形成されている。
【００２７】
　次に、このレセプタクルコネクタ１の嵌合相手であるプラグコネクタ１００の構成につ
いて、図６および図１１を追加参照して説明する。
【００２８】
　プラグコネクタ１００は、図１および図２に示すように、所定の配線パターン（図示せ
ず）が形成されたプラグ側基板１０２（図３参照）に固定されるプラグハウジング１１０
と、プラグハウジング１１０内に左右に並んで設けられた複数のプラグコンタクト１３０
と、プラグハウジング１１０の左右両端部に取り付けられたプラグ側固定金具１５０（図
４および図６も参照）とを有して構成される。なお、図２および図３に示すように、プラ
グコンタクト１２０は、形状の異なる２種類の上側コンタクト１３０ａと、下側コンタク
ト１３０ｂとから構成される。
【００２９】
　図１１（ａ）～図１１（ｄ）に、プラグハウジング１１０を各方向から見た状態を示し
ている。プラグハウジング１１０は、電気絶縁性を有する樹脂等を用いて、図１１に示す
ように略直方体に形状される。具体的には、プラグハウジング１１０は、略直方体に形成
されたハウジング本体部１１１と、ハウジング本体１１１の左右両端部から左右外側に突
出して形成された左右一対の固定金具取付部１１５,１１５とを備えて構成される。ハウ
ジング本体部１１１は、後方に突出して形成され、可動ハウジング２０のレセプタクル側
嵌合部２３内に挿入されて嵌合されるプラグ側嵌合部１１２と、前部において上下に延び
て形成され上側コンタクト１３０ａおよび下側コンタクト１３０ｂが圧入される前側圧入
溝１１３ａと、下部において前後に延びて形成され下側コンタクト１３０ｂが挿入される
後側挿入部１１３ｂとを有する（図３も参照）。
【００３０】
　プラグ側嵌合部１１２は内部に受容空間を有し、この受容空間内に、レセプタクルコネ
クタ１の圧入接触部３７，４７を前後に受容可能に構成される（図３も参照）。プラグ側
嵌合部１１２の内側上壁面に、前後に延びて形成されて上側コンタクト１３０ａが圧入さ
れる上側圧入溝１１２ａが形成され、内側下壁面に前後に延びて形成されて下側コンタク
ト１３０ｂが圧入される下側圧入溝１１２ｂが形成されている。ハウジング本体１１１（
プラグ側嵌合部１１２）の上部前端に、上側コンタクト１３０ａ（中間部１３２）よりも
後方に突出するコンタクト保護用庇部１１４が設けられている（図３も参照）。固定金具
取付部１１５,１１５には、スリット状の金具取付溝１１５ａが形成されている。
【００３１】
　プラグコンタクト１３０を構成する上側コンタクト１３０ａは、弾性を有する導電性金
属板を針金状に打ち抜き加工した後、図９（ｂ）に示すように所定の形状に曲げ成形され
て構成される。この上側コンタクト１３０ａは、前後に延びて形成されプラグ側基板１０
２の配線パターンに半田接続される先端接合部１３１と、先端接合部１３１の後部を上方
に折り曲げて形成されプラグハウジング１１０の前側圧入溝１１３ａに圧入される中間部
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１３２と、中間部１３２の上部を後方に折り曲げて形成されプラグハウジング１１０の上
側圧入溝１１２ａに圧入される圧入部１３３と、圧入部１３３の後部を斜め下方に折り曲
げて上下に弾性変形可能に形成された接触部１３４とから構成される。
【００３２】
　プラグコンタクト１３０を構成する下側コンタクト１３０ｂは、弾性を有する導電性金
属板を針金状に打ち抜き加工した後、図９（ｂ）に示すように所定の形状に曲げ成形され
て構成される。この下側コンタクト１３０ｂは、前後に延びて形成されプラグ側基板１０
２の配線パターンに半田接続される先端接合部１４１と、先端接合部１４１の前部を上方
に折り曲げて形成されプラグハウジング１１０の前側圧入溝１１３ａに圧入される中間部
１４２と、中間部１４２の上部を後方に折り曲げて形成されプラグハウジング１１０の下
側圧入溝１１２ｂに圧入される圧入部１４３と、圧入部１４３の後部を斜め上方に折り曲
げて上下に弾性変形可能に形成された接触部１４４とから構成される。
【００３３】
　プラグ側固定金具１５０は、金属板を図１０（ｂ）に示すような略コの字状に打ち抜き
加工して形成される。プラグ側固定金具１５０は、プラグ側基板１０２の固定用パターン
に半田接続される接合部１５１,１５１と、接合部１５１,１５１から上方に延びてプラグ
ハウジング１１０の金具取付溝１１５ａに圧入される圧入部１５２,１５２と、前後に延
びて形成されて圧入部１５２,１５２を繋ぐ中間部１５３とを備えて構成される。
【００３４】
　次に、レセプタクルコネクタ１の組立構成について説明する。
【００３５】
　まず、上側コンタクト３０ａおよび下側コンタクト３０ｂそれぞれを、可動ハウジング
２０に圧入して保持させる。具体的には、図３に示すように、可動ハウジン２０の下側圧
入溝２２ｂに対して、後方から下側コンタクト３０ｂの圧入接触部４７を圧入する。同様
に、可動ハウジン２０の上側圧入溝２２ａに対して、後方から上側コンタクト３０ａの圧
入接触部３７を圧入する。
【００３６】
　次に、可動ハウジング２０に保持された上側コンタクト３０ａおよび下側コンタクト３
０ｂを、固定ハウジング１０に圧入して保持させる。具体的には、固定ハウジング１０の
受容空間１５ａ,１５ａに、上方から可動ハウジング２０の可動側移動規制部２５,２５を
挿入して受容させるとともに、固定ハウジン１０の後側圧入部１２ａに対して、上方から
上側コンタクト３０ａの固定側圧入部３２を圧入する。これにより、複数の上側コンタク
ト３０ａは、第１折り曲げ部３３ａが後側整列溝部１３ａ内に位置して、左右に整列され
た状態に保持される。同様に、固定ハウジン１０の前側圧入部１２ｂに対して、上方から
下側コンタクト３０ｂの固定側圧入部４２を圧入する。これにより、複数の下側コンタク
ト３０ｂは、第１折り曲げ部４３ａが前側整列溝部１３ｂ内に位置して、左右に整列され
た状態に保持される。
【００３７】
　この状態で、固定ハウジング１０の金具挿入溝１５ｂに、上方からレセプタクル側固定
金具５０の圧入部５２を圧入して、固定ハウジング１０にレセプタクル側固定金具５０を
取り付ける。これにより、可動側移動規制部２５は、図５に示すように、固定側移動規制
部１５およびレセプタクル側固定金具５０によって上下および前後が囲まれる空間内に保
持される。すなわち、レセプタクル側固定金具５０を兼用して、可動側移動規制部２５を
囲む構成になっている。このようにして組み立てられたレセプタクルコネクタ１は、上側
コンタクト３０ａの先端接合部３１および下側コンタクト３０ｂの先端接合部４１が、レ
セプタクル側基板２に形成された対応する配線パターンに載置されるとともに、レセプタ
クル側固定金具５０の接合部５１がレセプタクル側基板２に形成された固定パターンに載
置され、この状態で表面実装される。
【００３８】
　表面実装後、表面実装による半田接続に問題（例えば短絡等）がないかを、目視により
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検査する。このとき、レセプタクルコネクタ１には、先端接合部４１の配列に対応するよ
うに、下側壁部２３Ｄの前側先端部に切り欠き部２４が設けられているので、先端接合部
４１が見やすくなって目視検査を行いやすい。目視検査の結果、半田接続に問題がある場
合、半田ごてを用いて手作業により半田接続の修正が行われる。このとき、切り欠き部２
４が設けられているので、図３に示すように、半田ごて２００の先端部を先端接合部４１
に容易に到達させ、手作業による半田接続の修正を容易に行うことができる。このように
、嵌合部の下方にコンタクトの接合部が位置する構成のコネクタにおいて、嵌合部におけ
る接合部と対向する部分に切り欠き部を設けると、目視検査および半田ごてによる修正が
行い易くなる。
【００３９】
　次に、プラグコネクタ１００の組立構成について説明する。
【００４０】
　まず、上側コンタクト１３０ａおよび下側コンタクト１３０ｂのそれぞれを、プラグハ
ウジング１１０に圧入して保持させる。下側コンタクト１３０ｂについて具体的に説明す
ると、プラグハウジング１１０の下側圧入溝１１２ｂに対して、前方から圧入部１４３を
圧入するとともに、前側圧入溝１１３ａに対して前方から中間部１４２を圧入して、下側
コンタクト１３０をプラグハウジング１１０に保持させる。上側コンタクト１３０ａにつ
いて具体的に説明すると、プラグハウジング１１０の上側圧入溝１１２ａに対して、前方
から圧入部１３３を圧入するとともに、前側圧入溝１１３ａに対して前方から中間部１３
２を圧入して、上側コンタクト１３０ａをプラグハウジング１１０に保持させる。このよ
うにして、コンタクト１３０ａ,１３０ｂをプラグハウジング１１０に保持させると、図
３に示すように、中間部１３２を上方から覆うようにコンタクト保護用庇部１１４が位置
するので、このコンタクト保護用庇部１１４により中間部１３２が保護される。
【００４１】
　次に、プラグハウジング１１０の金具取付溝１１５ａに対して、上方からプラグ側固定
金具１５０の圧入部１５２を圧入して、プラグハウジング１１０にプラグ側固定金具１５
０を取り付ける。このようにして組み立てられたプラグコネクタ１００は、上側コンタク
ト１３０ａの先端接合部１３１および下側コンタクト１３０ｂの先端接合部１４１が、プ
ラグ側基板１０２に形成された対応する配線パターンに載置されるとともに、プラグ側固
定金具１５０の接合部１５１がプラグ側基板１０２に形成された固定パターンに載置され
、この状態で表面実装される。
【００４２】
　次に、レセプタクル側基板２に表面実装されたレセプタクルコネクタ１と、プラグ側基
板１０２に表面実装されたプラグコネクタ１００とを嵌合させるときの作用について説明
する。
【００４３】
　両コネクタ１，１００は、プラグコネクタ１００のプラグ側嵌合部１１２を、レセプタ
クルコネクタ１のレセプタクル側嵌合部２３に対して前後に挿入することにより嵌合され
る。このようにして両コネクタ１，１００が嵌合されると、接触部１３４が圧入接触部３
７に弾性的に接触するとともに、接触部１４４が圧入接触部４７に弾性的に接触し、コン
タクト３０，１３０を介して各基板２，１０２の配線パターン同士が電気的に接続される
。
【００４４】
　両コネクタ１，１００を嵌合させる際、レセプタクル側嵌合部２３に対してプラグ側嵌
合部１１２が、上下もしくは左右にずれた状態で挿入される場合があり得る。例えばプラ
グ側嵌合部１１２が上方にずれた状態で挿入される場合、レセプタクル側嵌合部２３にプ
ラグ側嵌合部１１２が当接することにより、レセプタクル側嵌合部２３に上方への力が作
用する。この力を受けて、レセプタクルコネクタ１の上側中間部３８および下側中間部４
８が弾性変形し、プラグ側嵌合部１１２との位置ずれを吸収するようにレセプタクル側嵌
合部２３（可動ハウジング２０）が上方へ移動する。このように、レセプタクルコネクタ
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１の上側中間部３８および下側中間部４８の弾性変形により、プラグ側嵌合部１１２との
位置ずれを吸収し、その状態で両コネクタ１，１００を嵌合させることができるようにな
っている。
【００４５】
　このようにして、プラグ側嵌合部１１２をレセプタクル側嵌合部２３に対して前後に挿
入すると、レセプタクル側嵌合部２３（可動ハウジング２０）に後方への力が作用する。
このとき、図５に示すように、可動ハウジング２０の当接面２２ｃが固定ハウジング１０
の当接面１６ａにするとともに、可動ハウジング２０の後側当接面２５ｂが固定ハウジン
グ１０の後側当接面１５ｄに当接して、可動ハウジング２０に作用する後方への力が受け
止められる。なお、嵌合されたプラグコネクタ１００をレセプタクルコネクタ１から抜去
する際、レセプタクル側嵌合部２３（可動ハウジング２０）に前方への力が作用する。こ
のとき、可動ハウジング２０の前側当接面２５ａが固定ハウジング１０の前側当接面１５
ｃに当接して、可動ハウジング２０に作用する前方への力が受け止められる。
【００４６】
　ところで、レセプタクルコネクタ１の上側中間部３８および下側中間部４８は、所定範
囲を超えて変形すると塑性変形するため、上側中間部３８および下側中間部４８の変形を
所定範囲（弾性変形可能な範囲）に規制する必要がある。そこで、レセプタクルコネクタ
１は、可動ハウジング２０の移動範囲を規制することにより、上側中間部３８および下側
中間部４８を弾性変形可能な範囲において変形させる構成となっており、その構成につい
て以下に説明する。
【００４７】
　まず、可動ハウジング２０の左右への移動範囲を規制する構成について説明する。図２
および図４に示すように、レセプタクル側固定金具５０が固定ハウジング１０に取り付け
られて、中間部５３が金具受容凹部２６内に位置している。このため、可動ハウジング２
０は、左右方向における凹部側面２６ａと中間部５３との隙間分だけ左右への移動が許容
されるが、凹部側面２６ａが中間部５３に当接することによりそれ以上の左右への移動が
規制される。
【００４８】
　次に、可動ハウジング２０の下方への移動範囲を規制する構成について説明する。図２
に示すように、固定ハウジング１０と可動ハウジング２０とに跨って複数のレセプタクル
コンタクト３０が取り付けられると、固定ハウジング１０の下側当接面１５ｅと可動ハウ
ジング２０の下側当接面２５ｃとが、上下に隙間を有した状態に保持される。このため、
可動ハウジング２０は、上下方向における下側当接面１５ｅと下側当接面２５ｃとの隙間
分だけ下方への移動が許容されるが、下側当接面２５ｃが下側当接面１５ｅに当接するこ
とによりそれ以上の下方への移動が規制される。
【００４９】
　次に、可動ハウジング２０の上方への移動範囲を規制する構成について説明する。図２
および図４に示すように、レセプタクル側固定金具５０が固定ハウジング１０に取り付け
られて、中間部５３が金具受容凹部２６内に位置している。このため、可動ハウジング２
０は、上下方向における凹部底面２６ｂと中間部５３（中間部５３の下面）との隙間分だ
け上方への移動が許容されるが、凹部底面２６ｂが中間部５３に当接することによりそれ
以上の上方への移動が規制される。
【００５０】
　また、レセプタクルコネクタ１は、図５に示すように、当接面２２ｃと当接面１６ａ、
後側当接面２５ｂと後側当接面１５ｄ、前側当接面２５ａと前側当接面１５ｃとが、それ
ぞれ前後に隙間を有した状態に組み立てられる。また、上述したように、可動側移動規制
部２５は、上下方向にも間隙を有して受容空間１５ａ内に保持されている。このため、可
動ハウジング２０の前部に下方への力が作用した場合、可動側移動規制部２５が受容空間
１５ａ内において搖動するとともに、固定側移動規制部１５の内面またはレセプタクル側
固定金具５０の中間部５３に当接するまでの範囲内において搖動が許容される。そして、
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可動側移動規制部２５が搖動して、固定側移動規制部１５の内面またはレセプタクル側固
定金具５０の中間部５３に当接すると、その位置を越える可動ハウジング２０の斜め下方
への揺動が規制される。
【００５１】
　また、可動ハウジング２０の前部に上方への力が作用した場合にも、可動側移動規制部
２５が固定側移動規制部１５の内面またはレセプタクル側固定金具５０の中間部５３に当
接するまでの範囲内において、可動ハウジング２０の斜め上方への揺動が許容される。そ
して、可動側移動規制部２５が搖動して、固定側移動規制部１５の内面またはレセプタク
ル側固定金具５０の中間部５３に当接すると、その位置を越える可動ハウジング２０の斜
め上方への揺動が規制される。
【００５２】
　このように、レセプタクルコネクタ１は、レセプタクルコンタクト３０（上側コンタク
ト３０ａおよび下側コンタクト３０ｂ）の弾性変形を利用して、固定ハウジング１０に対
して可動ハウジング２０が移動可能に構成される。このため、レセプタクルコネクタ１に
は、弾性変形する上側コンタクト３０ａと下側コンタクト３０ｂとの接触を防止する構成
が求められる。そこで、レセプタクルコネクタ１は固定ハウジング１０の底面に、第１折
り曲げ部３３ａと第１折り曲げ部４３ａとの前後間隔を保つための接触規制突起１４を備
える（図３および図７参照）。この接触規制突起１４により、第１折り曲げ部３３ａおよ
び第１折り曲げ部４３ａ近傍において、上側コンタクト３０ａと側コンタクト３０ｂとの
接触が防止される。
【００５３】
　また、レセプタクルコネクタ１は、図５に示す側面から見た状態において、固定側移動
規制部１５および可動側移動規制部２５の前後方向における中心線Ｃ１が、レセプタクル
コネクタ１全体の前後方向における中心線Ｃ２に対して後方に位置するように構成されて
いる。このため、レセプタクルコネクタ１を、前後幅をコンパクトにしつつレセプタクル
側嵌合部２３の前後幅を確保できる構成とすることができる。
【００５４】
　上述の実施形態では、上側コンタクト３０ａおよび下側コンタクト３０ｂとして、中間
部３８,４８が合計３つの折り曲げ部を有した構成を例示して説明したが、この構成に代
えて、中間部が合計４つ以上の折り曲げ部を有した構成でも良い。
【００５５】
　上述の実施形態では、嵌合可能に構成されたレセプタクルコネクタとプラグコネクタの
うち、固定ハウジングに対して可動ハウジングが移動可能なレセプタクルコネクタに本発
明を適用した例について説明した。これに代えて、プラグコネクタを固定ハウジングに対
して可動ハウジングが移動可能な構成とし、このプラグコネクタに本発明を適用すること
も可能である。
【００５６】
　上述の実施形態では、固定ハウジング１０と可動ハウジング２０とが別体構成となった
フローティング型のレセプタクルコネクタ１に、切り欠き部２４を設けた構成を例示して
説明した。例えばフローティング構造を備えないコネクタ、すなわち、固定ハウジング１
０と可動ハウジングとが一体に構成されたコネクタに切り欠き部２４を設けた場合にも、
先端接合部４１の目視検査や手作業による修正がしやすくなる。
【符号の説明】
【００５７】
１　　　レセプタクルコネクタ（コネクタ）
２　　　レセプタクル側基板（基板）
１０　　固定ハウジング（ベース部）
２０　　可動ハウジング（嵌合部）
２３　　レセプタクル側嵌合部（嵌合壁部）
２４　　切り欠き部
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３０　　レセプタクルコンタクト（コンタクト部材）
３１　　先端接合部（接合部、外側接合部）
３２　　固定側圧入部（接合部、内側接合部）
３７　　圧入接触部（接触部）
３８　　上側中間部（中間部）
４１　　先端接合部（接合部、外側接合部）
４２　　固定側圧入部（接合部、内側接合部）
４７　　圧入接触部（接触部）
４８　　下側中間部（中間部）
１００　プラグコネクタ（相手コネクタ）
 
 

【図１】 【図２】
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